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はじめに

筆者らは(吉田、山本1983)本論文集において、

イ置付l大学教養部(当時)の標本庫に残された河野らの
収集品を元に、長野県の魚樹目を水系別に魚類相を示

した。古くから残されている標本はほとんどかえりみ

ない風潮があったため、教養部の標本庫に残された標

本の需判面を行って、県下各地の学校等に残されてい

る標本の掘り出しを喚起したいと考えた。その後、筆

者らの怠慢から各地の学校からの報告はほとんど集ま

らなかった

最近の全県的な魚類相調査としては建設省の河川

水辺の国勢調査や、環境庁の種の多様性調査の結果が

公表されている。一方、県内のいやルでは市町精樽の

地方誌に魚類相が載せられることが多くなってきた。

これらの資料を用いて全県下の魚類相の現状や裏還を

明らかにすることが可能と考えた。そこで本論では、

地方誌から集めた長野県の魚類相について、現状や変

遷について述べ関車京等を指摘する。

ここで用いた資料は、刊行されたり公開されたもの

を集めたものである。しかし、現庄収集中であったり

未だ手に入れてない資料で調査に用いられなかったも

のも多数ある。

資料は総計57編あるが、全県下の魚掛目として書

かれたもの7編、流域別に書カれたものでは信濃川水

系19編、天竜

系2編、関川水系1編、矢剣イ桐何切l川|休水系l編である (俵表lο)。

長野県下には上記の6系の制lほま封カか為斗記lにこ富士封1川11休水系、キ1肱川

水系に属する支流伺JIIがあるが、それらについての資
料は入手できなかった。

長野県下の魚類相の記載は田中(19ω)以降7編ある

が、岩倉(1937)から中村(1980)まで約 40年間には全

県の言苗まはない。この間は地域の教育会による割詰等

に出師l防魚綱目が示されている。そこで、岩倉と中

村の聞の 40年間について閣時に公表された地域別

の魚類目をまとめた。最近では、建設省の河川水辺の

国勢親査、環境庁の種の多様性調査によって全県の魚

類相が把握されつつある。 1993年以降については市

町村誌等から集計して全県町魚類相の変遷を検討した。

結果と考察

山本雅道(信州大学理学部)

全県下の魚類相の変遷

長野県の魚種の来歴についてまとめた結果を加え

て表 2に示した。また、 1980年以降の資料を水系別

にまとめて表3示した。

長野県下で現在までに名前の挙げられた魚種は総

計で77種となっている。 1980年以降全県下の魚繍自

の報告として、中村(1980)は53種、環境庁(1993，2∞0)

は、自然環境基礎調査(1993)では 56種、種の多様性

調査(2000)では 58種をあげている。筆者が最近の地

方誌を集計した結果では 57種があげられる。田中茂

穂(19ω)があげた 25 種と比べ現在の種類数l持句 2~3

倍となっており増加している。

1980年以降あげられた魚類数が多くなった原因に

は主に次の二つの要因が考えられる。一つには、たと

えばイワナのように、ごyコウイワナ、ヤマトイワナの亜種の表記とイワ

ナ群の表記が混在し 3種として扱っているために種類

数が増加している。イワ7類のほかに、竹メ(7マコワ、 77類、

ヨシノポリ類でも信牒に扱われている。また、 tj{イ、チチプ

類についても新名税が使われつつあり、種の検討をす

る必要がある。

二つ目には、導入された魚(外来・移入魚)が多

く確認されるようになったことである。タ1升鳴種につ
いてみると、その占める害l恰は、田中説、宮地邸、

岩倉邸であったが、岩倉以降地方誌の集計では14!路、

中村では24!施、環境庁(1993)では剛、 1993年以降の

地方誌の集計と環境庁(20∞)では 25覧あった。また、

移入魚種ではそれぞれ説、 1邸、 14!判 23路、 15'施、 1邸、

14!見、 14!覧となっており、導入された魚種の割合は、部

から 39偽にまでなっている。中でも移入魚についてみ

ると 1937年以降に飛描拘に多くなっている。また、

輸入魚では、 1980年以降に増加している傾向が見ら

れる。導火魚の魚類自に占める割合は 1937年以降で

は 40始近くを占めてきている。様々な魚種が導入され

て来たのは、田中が述べたとおり、「北方の魚と南方

の魚が両方とも生息しているJという長野県の鞘教に

より様々な魚種の養殖を試みた結果とも考えられ、そ

の傾向は、 2番目に古い魚類相の記録である宮地

(1935)にもすでに現れており、北方系のり官、りカ料寺、

南方系のギギ、ザニタナf、ヒYイ、ウキ.::z.~が長野県下の生
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表1水系別の参考文献

対象水系または地域

全県

全県

全県

全県

全県

全県

会基

木曽川水系

木曽川水系

木曽川水系

木曽川水系

木曽川水系

木曽川水系

主草以本丞
信濃川水系(梓J11) 
信濃川水系(梓川}

信機川水系(梓JII)
信濃川水系付朝11)

信濃川水系(梓J11) 

信濃川水系(高瀬川)

信濃川水系(高瀬川)

信濃川水系(奈良井川 1) 

信濃川水系(奈良井J11) 

信濃川水系(奈良井川)

信濃川|水系(千曲J11) 

信濃川水系(千曲J11) 

信濃川水系(千曲J11) 

信濃川水系(千曲JII)

信濃川水系(千曲)11) 

信濃川水系(千曲川)

信濃川水系(千曲)11) 

信濃川水系(千曲JII)

信濃川水系(千曲川・鳥居JII)

信濃川水系(千曲)11)

天竜川水系(諏訪湖)

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系(松)11) 

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川水系

天竜川|水系

天竜川水系

天竜川水系

主童却盗塁
姫川|水系

足以五五
関川水系[野尻湖]

富士川水系(答無)11) 

矢作川水系

蓋主
田中茂穂(1909)

Shigeho Tanaka (1909) 

宮地伝三郎(1935)

岩倉親(1937)

中村一雄(1980)

環境庁自然保護局 (1993)

環埼斤自然保諺周 (2000)

丹羽弥 (1954)

?(1980)* 

。(1982)*
7(1988)* 

建設省(1994)

長谷川智彦(1995)

湾頭・奥原 (1997)

清沢晴親 (1983)

山本雅道(1992)

中村一雄(1993)

吉田利男 (1995)

中村一雄(1998)

細野淳 (197[)

中村一雄(1984)

山本雅道(1991)

山本雅道 (1996)

上原武則(1996)

(広瀬幸雄)(1963)

池田貫(1971)

井出明雄(1986)

井出明雄 (1988)

江尻昭二(1991)

青沼賢三(1991)キ

井出明雄(1994)

清水義雄 (1997)

倉石和彦(199り

墨草盆山97)
黒田長櫨(1960)

(岩崎) (1962) 

竹松・羽場(1978)
下伊那陸水研究会 (1980)

池上幸雄?(1981) 
下伊那陸水研究会 (1982)

宮木芳弥 (1982)キ

茅野慶次 (1982) * 

上原武則 (1983) 

下伊那陸水研究会 (1983)

下伊那陸水研究会(1984)

?(1986)* 
環境庁編 (1987) 

下伊那陸水研究会 (1987)

三堀普業 (1989) * 

天竜川上流工事事務所 (1990)

下伊那陸水研究会 (1993)

下伊那陸水研究会 (1994)

建設省(1997)
下伊那陸水研究会 (1997)

下伊那陸水研究会 (1998)

下伊那陸水研究会 (1999)

天竜川上流工事事務所 (1999)

(榊原'?) (1997) 

品翠ヱ以丘93)
建謹盆(1994)

下伊那陸水研究会 (1997)

出皐
動物学雑誌第249号、 288-291

Anno!' Zool.Japan.，VII，:125-138 

上高地及び梓川水系の水棲動物、

信濃教育 606目13-18

長野県魚貝図鑑

動植物分布調査報告書

種の多様性調査(動物分布調査)報告書

木曾谷の魚木曾教育会

開田村誌

南木曽町誌

大桑村誌

河川水辺の国勢調査

土松町誌

本語草蓋
波田町誌

奈川村史

梓川村君事

豊科町誌

安曇村誌

北安曇郡誌 pp.898-'915北安曇教育会

大町市史

塩尻市誌

楢川村誌

松本市誌

上回小県誌 pp.734-749

上水郡誌∞.609-614上水教育会

南牧村誌

佐久市志

飯山市誌

戸倉町誌

望月町誌

長野市誌

豊野町の自然

i河川水辺の国勢調査

魚類学雑誌 8(1/2):35-46 
上伊那郡誌 pp.890-921上伊那教育会

諏訪の自然史動物編 pp.338-367諏訪教育会
下伊那陸水研究会誌第3号

伊那市誌
下伊那陸水研究会誌第5号
宮田村誌

岡谷市史

天竜川水系中流部流域の自然と社会総合学術調査報告

下伊那陸水研究会誌第6号

下伊那陸水研究会誌第7号

茅野の自然史

第3回自然環境保全基礎調套北陸甲信越版河川調査報告

下伊那陸水研究会誌第10号

辰野町誌

河川水辺の国勢調査魚類瀬

下伊那陸水研究会誌第15号

下伊那陸水研究会誌第16号

河川水辺の国勢調査
下伊那陸水研究会誌第四号

下伊那陸水研究会誌第20号

下伊那陸水研究会誌第21号

天竜川上流の主要な魚

白馬村史

止盆盆皐
河)11水辺の国勢調査

下伊那陸水研究会誌第19号
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田中ー問中茂穂(1909，明治42年)
宮地宮地伝三郎(J935)
岩宕町岩吉親(1937)
地方誌1:1937年-1980年の聞の記録をまとめた
中村:長野県魚貝図鑑
撮境庁:第4回自然環境保全基礎調査
地方誌2:1993年以降の記録に著者の調査を加えた
種多様性:種の多様性調査(2000)



息魚類としてあげられている。

水系別の魚耕目

1980年以降の水系別の魚類粗(表 3)によると、

信欄11水系の千曲川では、 43種のうちの12種(2粉、
犀川では32種の内の 10種(31粉、天竜J11水系では42

種の内の 13種(31見)、木曽川水系では 19種の内の 2

種(11紛、姫JII水系 10種の内の 1種(10犯人閲11水系
8種の内の 3種(3邸)が導入された種である。信濃川

水系と天竜川水系では3側程度が導入種で、この2水

系がほかの水系よりも明確にその割合特轍も多し、こ

とがわかる。これに対して木曽川水系では 11%と少な

し、木曽川は集水域が小さく、県内の訴瑚加急峻な渓

流形態を示すこと、水系内に大きな池湖がないことに

よってこの違いが現れていると考えられる。

水系別の魚類相を全県の記載と比較してみると、

水系別に見た場合の導入魚の割合は全県の記録と比べ

低くなっている。地方誌の言E録lこはl(i('Uウキ1、砂レン

等が見られないことや、前述の亜種の記車剥ヨなされて

いないためと考えられる。しかし、環境庁の調査は、

アンケートによっており、過去の伝聞が現状と混同さ

れているために多くなってしも可能性もある。

魚樹自におけるf髄点
魚類相を考える場合、在来魚の種組成を知ること

も重要である。現在の知見を集約して表2に示した。

これより田中(1909)以来ずっと名前があげられ、種

の多様性調査(2∞0)でも記録されている 24種は基本
的に在来魚と考えられる。とれら 24種に新たに名前

が認識されたかソドグョウと抑ヨシノポリ、亜種と考えるこ

とが定着してきたイワナ属2亜種、 7ナ属の2亜種(ナfプ
ナ、 f刀"t)を加え、 1930年代より採集記録のある何

回も加えた29種が確実な在来種の総数と考えられる。

また、ヨシノポリ属2種(トウヨシノポリ、何ヨシノポリ)、ウケクチウグイ、

汁イモツコ'、も確認が最近であるカ、i在来種の可能性があ

る。ヨシノポリ類については古くからある標本の検討が必

要である。ウケクチウグイは、漁師の間では比彰尚知られて

いた抑留、は 1990年代に入ってからであり、県内で

増殖しているもの例言濃川を遡上してきたものか不明

である。シナイモツコキば宮地(1935)にも記載されていたが、

1990年代まで確認されていなかった。生息地ではモツコ守

との交雑が進んでおりω、西、 2∞0)、保護が必要とな
ってきている。この2種は在来種であるかどうかまだ

断定はできなしも

長野県下の河川湖沼の在来種であるかどうか検討

を要する魚種には、オイ抑、抑ムツ、 Fナコ守類と 70年ぶり
の記載となったギギがある。オイ抑は千曲川には生息し
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ていなかったといわれる(中村 1952)が、現在では

姫川水系をのぞき生息が確認されている。鮎の放流に

{料、分布が樹立したと一般に認識されているけれども、

田中(1909)においても記載があり、最初の記載当時か

ら移入されていたものかどうかを放流記録等の調査に

よって明らかにすることが必要である。抑ムツについて

もオイ抑同様に分布を拡大してきているのか、在来のも

のかを明らかにする必要がある。タナコや類で、はt~~ナコキ、

タイリクハヲタナコーをのぞき最近の記裁は全く見られなしL

1980年頃に跡崎明手息していたとーされるタピラや諏

訪湖に生息していたとされるγニ付コ守(移入轡は、

近年両湖での揖諜報告等がほとんどために生息が不明

である。ギギは、信濃川水系でのみ採取され、鮎の放

流に溢在したものと考えられている健設省、 1997)

が、宮地(1935)に託撮されているので在来の可能性も

ある。

最近絶滅危倶種や危急種を指定することが行われ

るようになり種の生息数も問題とされるようになって

きた。全県下の魚掛目だけでは種の多少を論ずること

はできないが、近年のま録の全くなし魚種についてみ

ると、上記の~tコ守類2 種と田中の言己主にあるタナコゃの一

種(現在の学名で推定すると不略では77.7ポテとなる)
があげられる。また、全県の魚類相では名前があがっ

ている種の中では、メタヲ、ホトケトーゾョウ、 7;J}'f、スナヤツメが

減少した種としてあげられる。メダカは、今まて知られ

ていなかった生息地が明らかiこなってきているが、古

くからの生息地位激滅した。 7カサ¥ホトケトγョウ、スナキツメ
は現在、生息場所が限定されていることがわかってき

ている。絶滅危旗種キ危急腫を指定するに当たり、地

域の自然観集者による報告をもっと拾い上げることが

重要である。

千曲JIIではt'Jv7ィントリーがま蟻 G青水、 1997)されてい
たり、新聞報道等によると天骨11では7メ川村ズが、犀
川では1(_，，0イげ捕獲されいる。これらの養殖魚ぞ観

賞魚が一時的にせよ県下の河JI/Iこ生息していた例が知

られている。これらの魚種が定着することはほとんど

ないと思われるが、来歴や生態等の情報を集めること

も必要となってきている。また、湘崎湖、野尻湖等で

は坊がスカ溌見され、市崎湖ではノ《ス釣りによる護物

の 8割を占めるほど、となっている(JI!下、 1998)。身

勝手な放流により魚類相が撹乱されてきているのは大

いに問題である。

終わりに

県下の魚類相を記録から集積する試みをしてきた

が、これらの集計だけでは特定種の生息数の増減につ



いての知見を得ることは難しい。新聞等の情報キ棉業

者からの情報の集積によって、新たな生自地や、減少

した脚或、見慣れない魚の情報が集まってきてし、る。

たとえば、有志による到蹴調査によって、それまち確

認されていなかったホトケトV守坊の生息が確認された例

や、千曲川中流域における瀬替え工事に伴い大量にアカ

ずが捕獲されたこと (2∞0)があげられる。地方誌を

作る際のきめ細かな調査や、恒輔旬こ行われている河

川改修工事等によっても、魚類相の一端を明らカヰこす

ることができる。足下を見つめるよう今町に密着し I

た調査と、様々な行政機関併子う調査や工事の情報公 h

開が重要である。

昔の標本を集めることによって、その当時の生物

相の一端を明らかにすることができると考えているの

で、残された標本の掘り起こし作業を試みている。最

近、松本市内の高校から標本整理を僻頁され、標本の

活用になればと考え収蔵をひきうけた。しかし、現荘

の標本庫が手狭で、管理や整理を十分に行うことがで

きない状況にある。標本を収蔵し未来に託す施設の設

置を切望している。また、寄贈された標本には採集場

所、採集年月日等の表記のないものが多く、せっかく

の好意を無にしてしまうことも多い。標本には、採集

地、採集年月日の記載があることが必須である。標本

として残す場合には、これらの表記が必須であること

の啓窮舌動が現在の我々の使命とも考えている。
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